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女性施策情報紙

男女共同参画社会の実現をめざして

第9回きさらづ女性フォーラムの企画から当日の運
営までを手掛ける実行委員を募集します。会議は月に
１回程度です。男性の参画もお待ちしています。
対象 本市在住の成人男女で、平日午後の会議に出席
できる人。
募集人員 10人程度。
申込方法 電話・ハガキ・ファックスにより「女性フォ
ーラム企画実行委員希望」と記入し、住所・氏名・電話
番号を明記して申し込み。
締め切り 6月16日（ハガキの場合は当日消印有効）。

市長の諮問に応じ、調査・審議をする女性施策推進
委員会の委員2人を一般公募します。
対象 本市在住の20歳以上75歳未満の男女。
任期 7月1日～平成14年6月30日（2年間）。
活動内容 年2回程度の会議（原則平日午後開催）／県
内移動研修／その他必要に応じた調査・審議。
応募方法 6月23日までに、履歴書・作文（「男女共同参
画社会をめざして」をテーマに400字詰原稿用紙3枚以
内）を郵送または持参のこと（郵送は当日消印有効・フ
ァックスは不可）。

申し込みおよび問い合わせ先

潮見１－１企画調整室女性・国際施策班478
FAX ２２－４３５７へ。

7/14（金）［開講式］
●テーマ

日常生活のジェンダー

7/24（月）または25（火）
●テーマ

インターネットを体験しよう

9/5（火）
●テーマ

少子化時代を生きる

9/18（月）
●テーマ

女性をめぐる法律

9/26（火）
●テーマ

時代を変えた女性たち

10/6（金）［閉講式］
●テーマ

「自分らしく」生きていくために─
女性カレッジを振り返って

●ジェンダーってなに？
●「女らしさ・男らしさ」
から「自分らしさ」へ

●インターネットで男女
共同参画を見よう
●電子メールでコミュニ
ケーション

●少子化の現状
●子育ての社会的支援

●高齢者の法律問題
●夫婦の財産・相続・遺言

●参政権獲得運動から今
日まで
●女性の参画を進めるた
めに

●ビデオ・フォーラム
●グループトーク
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男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
、
昨
年
６
月
23
日

に
公
布
、
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
ま
も
な
く
１
年
が
た

ち
ま
す
。
憲
法
に
は
、
個
人
の
尊
重
、
法
の
下
の
平

等
が
う
た
わ
れ
、
男
女
平
等
の
実
現
に
向
け
て
、

様
々
な
施
策
が
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
事
な
意
思
決
定
の
場
に
女
性
が
加
わ

れ
な
か
っ
た
り
、
男
女
間
の
不
平
等
を
感
じ
る
こ
と

も
ま
だ
ま
だ
多
い
状
況
で
す
。

一
方
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活

を
め
ぐ
る
社
会
が
変
化
し
て
い
く
な
か
で
、
男
女
が

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
よ
う
な
性
別
に

よ
っ
て
固
定
的
な
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
職
場
・
学
校
・
地
域
・
家
庭
と
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う

な
社
会
を
め
ざ
す
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
法
を
も
と
に
、
皆
さ
ん
の
職
場
・
家

庭
・
学
校
・
地
域
で
男
女
共
同
参
画
の
あ
り
方
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
法
律
が
指
し
示
す
の
は
、

新
し
い
世
紀
に
向
か
っ
て
、
男
女
を
問
わ
ず
み
ん
な

が
主
役
と
な
れ
る
社
会
で
す
。

保
育
あ
り
ま
す
―
―
―
―

幼
児
（
２
歳
〜
就
学
前
ま
で
）

の
保
育
を
、
お
や
つ
代
な
ど
の

実
費
で
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
、

申
し
込
み
の
と
き
に
そ
の
旨
を

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

キ
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）。

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

先

潮
見
１
―
１
市
役
所
企
画

調
整
室
女
性
・
国
際
施
策
班
４

７
８
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
―
４
３

５
７
。

忙
し
い
毎
日
の
な
か
で
、
新

し
い
自
分
を
見
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

同
じ
思
い
を
伝
え
、
異
な
っ

た
意
見
を
交
換
で
き
る
、
そ
ん

な
場
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

会
場

市
民
総
合
福
祉
会
館

（
第
２
回
の
み
Ｎ
Ｔ
Ｔ
木
更
津

営
業
所
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
）。

対
象

市
内
に
在
住
在
勤
在
学

す
る
女
性
。

定
員

50
人
（
先
着
順
）。

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
（
第
２
回
は
午
前
10
時
か

ら
正
午
の
講
座
も
あ
り
、
選
択

制
）。

費
用

無
料
。

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ

キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、「
き
さ

ら
づ
女
性
カ
レ
ッ
ジ
受
講
希

望
」
と
記
入
し
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
在
住
在
勤
在
学
の

別
を
明
記
の
こ
と
。

締
め
切
り

６
月
23
日
（
ハ
ガ

ミ
レ
ニ
ア
ム
に
私
が
変
わ
る

き
さ
ら
づ
女
性
カ
レ
ッ
ジ

受
講
生
募
集

女性フォーラム企画実行委員を募集

女性施策推進委員を公募

男女共同参画社会基本法の施策〈仕組み〉�

男女の個人として
の尊厳を重んじま
しょう。男女が性
別による差別的取
り扱いをやめて、
「男」、「女」で
ある以前にひとり
の人間として能力
を発揮できる機会
を確保していきま
しょう。�

性別による固定的
な役割分担意識に
とらわれず、男女
が様々な活動がで
きるように社会の
制度や慣行のあり
方を考えましょ
う。�

男女が、社会の対
等なパートナーと
して、いろいろな方
針の決定に「参加」
ではなく「参画」
できるようにしま
しょう。�

男女共同参画社会
づくりのために、
他の国々や国際機
関とも相互に協力
して取り組んでい
きましょう。�

家族を構成する男
女がお互いに協力
し、社会の支援も
受けながら、家族
としての役割を果
たし、仕事・学
習・地域活動をで
きるようにしま
しょう。�

男女の�
人権の尊重�

社会における制度�
などについての配慮�

政策などの立案および�
決定への共同参画� 国際的協調�

基本理念�

責　務�

家庭生活における活動�
と他の活動の両立�

国の施策に準じた施策および
区域の特性に応じた施策を策
定し、実施・展開していく責
務があります。�

職場・家庭・学校・地域社会
などの各分野で、男女が互い
に責任を担い協力するよう努
めなければならない責務があ
ります。�

基本理念にのっとり、男女共
同参画社会形成の促進に関す
る施策を総合的に策定し、実
施をする責務があります。　�

・政府の男女共同参画基本計画の策定の義務�

・都道府県男女共同参画計画の策定の義務�

・市町村男女共同参画計画の策定の努力義務�

・法制上または財政上の措置�

・年次報告など�

・施策の策定などにあたっての配慮�

・国民の理解の促進�

・苦情処理など�

・調査研究�

・国際的協調のための措置�

・地方公共団体および民間の団体に対する支援�

地方公共団体� 国　　民�国�

な
る
事
項�

施
策
の
基
本
と�

�

男女共同参画社会の形成�
男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に
参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的および文化的利益を享
受することができ、かつ共に責任を担うべき社会�

自
分
ら
し
く
生
き
た
い
　
　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
め
ざ
す
も
の

2000



※デュエットに関するご意見・お問い合わせは、企画調整室女性・国際施策班へ。

デュエット
女
性
施
策
に
つ
い
て

市
民
意
識
調
査
結
果
を
報
告

デ
ュ
エ
ッ
ト
デ
ー
タ
バ
ン
ク

男女共同参画社会の実現をめざして

本
市
に
お
け
る
男
女
に
関
す

る
意
識
と
実
態
を
把
握
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
基

づ
く
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策

定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、

満
20
歳
以
上
の
市
民
１，
２
０
０

人
（
無
作
為
に
抽
出
）
を
対
象

に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
５
年
、
同
様
の
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
で
２
度
目

と
な
り
ま
す
。

調
査
内
容
は
、
自
由
意
見
を

含
め
た
29
項
目
で
、
回
収
率
は

40
・
９
％
（
４
９
１
票
を
回
収
）

で
し
た
。

そ
の
調
査
結
果
の
一
部
を
報

告
し
ま
す
。

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い

う
考
え
方
に
つ
い
て（
表
１
）

こ
の
よ
う
な
性
別
役
割
分
担

に
つ
い
て
は
、
全
体
で
「
そ
う

は
思
わ
な
い
」
が
50
・
５
％
で

過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
性

別
で
み
る
と
、「
そ
う
は
思
わ
な

い
」
が
女
性
で
55
・
４
％
、
男
性

で
43
・
５
％
を
占
め
て
い
る
が
、

「
そ
う
思
う
」
が
女
性
で
９
・

１
％
、
男
性
で
22
・
０
％
を
占

め
て
い
て
性
別
に
よ
る
違
い
が

見
ら
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、
平
成
５
年
の
調

査
で
は
、「
そ
う
は
思
わ
な
い
」

が
女
性
で
44
・
２
％
、
男
性
で

35
・
１
％
で
、「
そ
う
思
う
」
が

女
性
で
14
・
２
％
、
男
性
で

27
・
３
％
で
し
た
。

家
庭
で
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

（
表
２
）

こ
の
結
果
を
３
つ
の
パ
タ
ー

ン
に
分
け
て
み
る
と
、
従
来
ど

お
り
の
『
性
別
役
割
分
担
型
』

が
女
性
で
32
・
８
％
、
男
性
で

33
・
９
％
。「
男
女
と
も
仕
事
を

し
、
家
事
・
育
児
は
主
に
女
性

が
分
担
」
と
い
う
『
新
・
性
別
役

割
分
担
型
』
が
女
性
で
24
・

１
％
、
男
性
で
15
・
２
％
。
こ
れ

に
対
し
、『
男
女
平
等
型
』
は
女

性
で
９
・
５
％
、
男
性
で
９
・

４
％
と
極
め
て
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

表
１
の
結
果
と
比
べ
る
と
、

男
女
と
も
に
役
割
分
担
の
平
等

を
理
想
と
し
て
い
る
も
の
の
、

現
実
に
は
、
従
来
の
『
性
別
役

割
分
担
型
』
や
「
男
は
仕
事
、
女

は
仕
事
と
家
事
・
育
児
」
と
い

う
『
新
・
性
別
役
割
分
担
型
』
の

ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

今
の
日
本
で
は
、
男
女
の
地
位

が
平
等
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
か（
表
３
）

「
平
等
」
に
な
っ
て
い
る
と
の

評
価
が
最
も
高
い
の
は
、『
学
校

教
育
の
場
』
で
48
・
７
％
と
半

数
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。「
男

性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て

い
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男

性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
男
性
優
遇
評
価
の
多
い

順
を
み
る
と
『
社
会
通
念
・
習

慣
・
し
き
た
り
な
ど
で
』
が

77
・
２
％
、『
政
治
の
場
で
』
が

72
・
５
％
、『
職
場
で
』
が
69
・

１
％
、『
家
庭
の
な
か
で
』
が

63
・
７
％
と
続
い
て
い
ま
す
。

「
男
の
子
ら
し
く
」「
女
の
子
ら

し
く
」
育
て
る
こ
と
に
つ
い
て

（
表
４
）

こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
注
＊
）
を
形
成
す
る
考
え
方
に

対
し
て
全
体
で
「
同
感
す
る
」

が
53
・
８
％
と
半
数
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
性
別

で
み
る
と
、「
同
感
す
る
」
に
女

性
が
42
・
９
％
、
男
性
が
70
・

０
％
と
違
い
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
女
性
で
は
「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」
も
40
・
４
％
を
占

め
て
お
り
、
判
断
を
保
留
し
て

い
る
人
が
多
い
の
も
特
徴
で

す
。

＊
ジ
ェ
ン
ダ
ー

生
物
学
的
な

性
差
を
セ
ッ
ク
ス
と
い
う
の
に

対
し
、
歴
史
的
・
社
会
的
・
文
化

的
に
つ
く
ら
れ
た
性
差
を
い
う
。

望
ま
し
い
女
性
の
働
き
方
に
つ

い
て（
表
５
）

女
性
は
、
結
婚
・
出
産
を
分

岐
点
に
多
様
な
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

を
選
択
し
て
い
き
ま
す
。
理
想

と
す
る
女
性
の
働
き
方
と
し
て

は
、「
子
育
て
の
時
期
だ
け
一
時

や
め
て
、
そ
の
後
は
パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
働
く
」
と
い
う
『
パ
ー

ト
タ
イ
ム
中
断
再
就
職
型
』
が

女
性
で
30
・
７
％
、
男
性
で

25
・
５
％
と
多
く
の
支
持
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
、「
子
ど
も
が

で
き
る
ま
で
は
仕
事
を
持
ち
、

子
ど
も
が
で
き
た
ら
家
事
に
専

念
を
す
る
」
と
い
う
『
出
産
退

職
型
』
は
女
性
で
16
・
０
％
、
男

性
で
28
・
０
％
で
し
た
。
平
成

５
年
の
調
査
で
は
、『
出
産
退
職

型
』
は
女
性
で
10
・
５
％
、
男

性
で
15
・
９
％
で
し
た
の
で
、

こ
の
働
き
方
を
支
持
す
る
男
女

が
増
え
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
に
な
っ
た
場
合
の
介

護
者
に
つ
い
て（
表
６
）

自
分
が
寝
た
き
り
に
な
っ
た

場
合
の
介
護
者
は
、
女
性
で
は

「
配
偶
者
」
が
43
・
２
％
、「
病

院
・
老
人
ホ
ー
ム
」が
35
・
２
％
、

「
娘
」
が
30
・
３
％
と
ば
ら
つ
き

が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
比
べ
、
67
・
５
％
の

男
性
が
、
配
偶
者
に
よ
る
介
護

を
望
ん
で
い
ま
す
。

職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
経
験
に
つ
い
て

（
表
７
）

職
場
で
、
何
ら
か
の
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受

け
た
経
験
の
あ
る
人
は
、
女
性

が
男
性
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。
内
訳
を
み
る
と
女
性
の

場
合
、「
宴
会
で
お
酒
や
デ
ュ
エ

ッ
ト
を
強
要
さ
れ
た
」
が
21
・

３
％
。「
異
性
に
身
体
を
さ
わ
ら

れ
た
」
が
20
・
９
％
。「
女
（
男
）

の
く
せ
に
、
女
（
男
）
だ
か
ら
、

と
差
別
的
な
言
い
方
を
さ
れ

た
」
が
19
・
２
％
と
、
こ
の
３
項

目
が
特
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
調
査
結
果
は
、
図
書

館
・
市
役
所
２
階
行
政
資
料
室

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

性
別
役
割
分
担
へ
の

賛
否

実
際
の
役
割
分
担

分
野
別
男
女
平
等
評
価

子
育
て
と
教
育

就
労
状
況

高
齢
化

性
暴
力
・
家
庭
内
暴
力

閲
覧
で
き
ま
す

「語ろう　学ぼう　創っ

ていこうー男女共同参画社

会をめざして」をテーマに、

2月20日市民会館で開催

された第8回きさらづ女性

フォーラムの記録集ができ

あがりました。

オ－プニングの箏演奏の様子に始まり、第1部

の日本学術会議事務局学術部長名取はにわさんの

講演、第2部の4つの分科会の内容を記録しまし

た。

当日の来場者によるアンケート結果や意見も掲

載してありますので、ぜひご覧ください。

記録集は、公民館・図書館・市役所2階行政資

料室で無料で配付しています。

名取はにわさんによる講演も掲載
第8回きさらづ女性フォーラム
記録集配付中

全体�14.3

22.0 32.5 43.5

9.1 32.4 55.4

32.2 50.5

1.6

2.1

0.5

1.4

1.0

1.5

女性�

男性�

そう思う� わからない�
無
回
答�

そうは思わない�どちらとも�
いえない�

N=491

N=287

N=200

（表1）性別役割分担への賛否�

「男は仕事、女は家庭」という考え方がありますが、あなたは、こ
の考えに同感するほうですか、それとも同感しない方ですか。�

N=回答者数�

全体� 33.3

33.9 28.1 15.2

32.8 20.6 24.1

23.4 20.4

0.7

0.8

0.6

12.99.4

12.39.5

12.99.4

女性�

男性�

男は仕事、女は家事・�
育児を分担している�

そ
の
他�

男女とも仕事をし、�
家事・育児は主に女�
が分担している�

男女とも仕事をし、�
家事・育児は家族や�
家政婦・ベビーシッ�
ターなどにまかせて�
いる�

男女とも仕事をし、�
家事・育児も男女で�
分担している�

男は仕事、女は家事・�
育児にさしつかえない�
範囲で仕事をしている�

N=427

N=253

N=171

（表2）実際の役割分担�

あなたの家庭での役割は�
どうなっていますか�

（ア）家庭のなかで�

（イ）職場で�

（ウ）学校教育の場で�

（エ）政治の場で�

（オ）法律や制度の上で�

（キ）全体として�

（カ）社会通念・慣習・�
　　　しきたりなど�

（表3）分野別男女平等評価�
今の日本では、次のような面で男女の地位が平等になっていると思

いますか。それともそうは思いませんか。（ア）～（キ）について、あ

なたの感じ方に近いものをえらんでください。�

男性の方が非常に�
優遇されている�

女性の方が�
非常に優遇�
されている�
わからない�
無
回
答�

どちらかといえば�
男性の方が優遇さ�
れている�

どちらかといえば�
女性の方が優遇さ�
れている�平等�

11.4

25.3

2.6

34.2

11.8

28.7

14.5 59.3 14.1 5.54.3
2.2

0.2

48.5 9.0 5.3 5.3

0.8

2.4

31.6 30.8 6.3
0.2
12.6 6.7

38.3 11.0 9.0 6.3

1.0

0.2

15.7 48.7 3.7 19.6 9.2

0.6

43.8 14.5 4.76.1 5.3

0.4

52.3 23.2 4.7

1.4
3.1
3.9

N=491

全体� 53.8

70.0 9.5 19.0

42.9 13.6 40.4

11.8 32.0 2.4

3.1

1.5

女性�

男性�

同感する� 無
回
答�

どちらとも�
いえない�同感しない�

N=491

※表1・表2・表4の全体のNについては、性別未回答者を含む。�

N=287

N=200

（表4）「男の子らしく」「女の子らしく」育てることについて�

男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てるという考え方
についてどう思いますか�

0

5

10

15

20

25

30

35 女性　N=287
男性　N=200

％�

（表5）望ましい女性の働き方�
一般的に、女性の働き方については、あなたが望ましいと思うのは
次のどれですか。�

15.715.0

19.518.0

30.7
25.5

6.3 5.5

16.0

28.0

0.3

10.1
6.0

1.4 2.0

�

結
婚
や
出
産
を
し
て
も�

仕
事
を
続
け
る�

仕
事
は
持
た
な
い�

わ
か
ら
な
い�

無
回
答�

子
育
て
の
時
期
だ
け�

一
時
や
め
て
、
そ
の
後
は�

フ
ル
タ
イ
ム
で
仕
事
を
続
け
る�

子
育
て
の
時
期
だ
け�

一
時
や
め
て
、
そ
の
後
は
パ
ー
ト�

タ
イ
ム
で
仕
事
を
続
け
る�

子
ど
も
が
で
き
る
ま
で
は
仕
事
を�

持
ち
、
子
ど
も
が
で
き
た
ら�

家
事
や
育
児
に
専
念
す
る�

結
婚
す
る
ま
で
は
仕
事
を
持
つ
が
、�

結
婚
後
は
家
事
に
専
念
す
る�

0
10
20
30
40
50
60
70
80 女性　N=287

男性　N=200

％�

（表6）寝たきりになった場合の介護者�
将来もし、あなたが寝たきりなどになったとしたら、誰に介護をし
てほしいですか。�

43.2

67.5

35.2
32.0

30.3
22.0 22.0

10.5 10.0
7.3 6.0 5.6 4.0 4.02.8 3.12.01.4 2.5

0.3 0.7 3.0 2.4 1.55.6

配
偶
者�

娘� 息
子�

看
護
婦�

息
子
の
妻�

保
健
婦�

そ
の
他
の
親
族�

娘
の
夫�

そ
の
他�

無
回
答�

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
に�

入
っ
て
い
る�

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー�

家
政
婦�

地
域
の
人
・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

0

10

20

30

40

50

60

女性　N=287
男性　N=200

％�

（表7）セクシュアル・ハラスメントの経験�
あなたはこれまでに、職場で次のような不愉快な経験をしたことが
ありますか。（あてはまるものすべて選択）�

13.9
19.2 20.9 21.3

6.6
3.5 5.9

1.0

13.9

4.5

11.8
7.0
3.8 3.5 2.4 1.5

30.3

51.5

26.825.0

3.0
8.0

2.5

10.5

そ
の
他�

ヌ
ー
ド
写
真
や
卑
わ
い
な
雑
誌
を�

目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
置
か
れ
た
り�

貼
ら
れ
た
り
し
た�

性
的
な
内
容
の
手
紙
や�

電
話
を
受
け
た�

帰
宅
途
中
、
後
を�

つ
け
ら
れ
た�

容
姿
に
つ
い
て
傷
つ
く�

よ
う
な
こ
と
を
い
わ
れ
た�

い
や
が
っ
て
い
る
の
に
卑
わ
い�

な
話
や
猥
談
を
聞
か
さ
れ
た�

結
婚
の
予
定
に
つ
い
て�

た
び
た
び
聞
か
れ
た�

性
的
な
噂
を
た
て
ら
れ
た�

性
的
な
行
為
を
強
要
さ
れ
た�

交
際
を
強
要
さ
れ
た�

宴
会
で
お
酒
や
デ
ュ
エ
ッ
ト�

を
強
要
さ
れ
た�

「
女
（
男
）
の
く
せ
に
」「
女�

（
男
）
だ
か
ら
」
と
差
別
的�

　
な
言
い
方
を
さ
れ
た�

異
性
に
体
を
さ
わ
ら
れ
た�

特
に
な
い�

無
回
答�




